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要旨:近年住民の良好な都市景観へのエーズは高まりつつある。これに対してもっとも効果的な
のが都市域の大半を占める住宅地の緑化であるが,日本の都市域における住宅地はそう広くはない

ため,小規模な宅地でもいかに効率よく緑を確保していくかを考えなければならない。このような
ことを検討するにあた り,緑を保全する制度 として広範囲に適用されている風致地区制度下では多

様な緑化手法によって緑豊かな景観が保持されていると思われるため,風致地区内の小規模な住宅

地か ら有用なデザインを抽出 し,ア ンケー トによ り評価 した.こ こか ら,風 致地区内の小規模な宅

地においては現行の緑被率に生垣や高木植栽に関する規制を加えることで、まちなみ景観のよ リー

層の向上に資することが分かった.
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Abstract i There is a request to save a desirable landscape, and this demand is gradually

increasillg.In my opinion,one of the lnOst effective way is planting trees in residential area,

w h e r e  i s  i n  m a i o r i t y  o f t h e  u r b a n  a r e a , t o  s a t i s F y 7  t h i s  n e e d s , H o w e v e r , a s  m o s t  o f t h e m  c a n n o t

keep such a rich space,In realittt we must consider how to save the green effectively in a

narrow area.To consider this subjecti l focus On the scenic area especially the narrow one.In
this area,we are bound by the rule to keep a certain green.I use a questionnaire to know,

gOod case and what makes people decide as it is agreOable After this search)、 ve made clear

that add reどulation about hedge and the tree to the present ratio of green coverage standard

can work as the greenery model for improvement of townscape in Scenic District with Small

Residential Sites.
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はじめに

近年,住 民の良好な都市景観へのニーズはますます高

度化してきているが,そ の創出の上で,緑 は重要な役割

を担っている。したがって良好な都市景観形成のために

は,都 市域の多くの部分を占める住宅地の緑化が重要な

役割を担っていると考えられる.

しかし,我 が国の都市域における一戸あたりの宅地面

積は一般にそう広くはないことから,限 られた面積の中

でいかに効率よく良好な都市景観形成に役立つ緑を確保

していくかが課題となる.

ここで,都 市の自然的要素を保全する制度として代表

的な制度に風致地区制度が挙げられる。風設地区制度は、

都市の緑を保全する制度として住宅地を含めた民有地に

広く適用されており,個 々の住宅が基準の緑被面積を守

ることで緑を確保し,自 然と調和の取れたまちなみ景観

を維持している。しかし,地 区内には宅地内の緑地面積

率を中心とした現行の基準を満たすのは物理的に難しい

ような小規模宅地も存在する。これらの宅地ではそれで

もできるだけ風致地区指定の趣旨にそうよう街路から見

たまちなみ景観の向上に資するよう様々な緑化形態の工

夫を行っているところも見られ, これらの工夫は風致地

区以外の小規模宅地における緑化推進のモデルとして機

能することが期待できる.し かしながら,そ のような緑

化形態の工夫も現状では現行の面積率を中心とした緑化

基準の枠外のものであるので, これらの取り組みを風致

地区内の小規模宅地の基準として位置づけるようにする

ことにより,緑 地の面積を増やすことが厳しい小規模な

宅地でも,ま ちなみ景観の向上に資するよう緑化を誘導

していくことが期待できる.

このような風致地区制度のあり方については,舟 引

(199勧が緑の確保のためには緑視率等の立体的な緑の考

え方を含め,規 制に関する計画を明確にすることが必要

であることを明らかにし,朴 ら(199働は,住 宅地におけ

る緑地保全に関する協定に着日して,緑 地協定地区は一

般住宅地区に対して庭木の維持管理に負担を感じてはい

るが,居 住環境における緑地の保全および准保のために
一定の規制を設けることに関しては多くの住民が賛成し

ていることを明らかにしている.し かし, これらの既往
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